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　病　歴：牛（黒毛和種），1ヵ月齢，雌。2009 年 2 月，畜
主から開業獣医師に発熱，下痢を呈する子牛の診療依頼が
あり，補液，整腸剤および抗生物質が投与された。注射部
位 （臀部） の止血不全ならびに白血球数の減少（300 /µl）
と Ht の低下 （15%） が認められたため，家保に検査が依
頼された。家保の検査においても白血球数は 200 /µl，血
液塗抹像では赤血球の大小不同や変形が認められた。輸
血などの加療を 5日ほど継続するが白血球は 100 /µl に
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　病　歴：牛（ホルスタイン種），42 ヵ月齢，雌。成牛 30 頭，
育成牛 20 頭飼養する酪農場で，2009年 3月 10－ 16日の
間に，9頭の成牛が食欲不振，腹囲膨満などの症状を呈













































生がみられた。寄生は回盲部から 1 m 上部で


















　血液検査：赤血球数 662 万 /µl，白血球数 4,300 /µl，
ヘマトクリット値 29.1%。
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　血液学的検査：4 月 27 日の治療時に採血した血液の
検査所見は RBC 585 × 104 /µl，WBC 1500 /µl，Ht 値












































　病　歴：兎（交雑種），1 ヵ月齢，雄。成兎 10 羽と子
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兎 20 羽を飼養する農場で，2009 年 3 月から 4 月の 1 ヵ
月間に，約 1ヵ月齢の子兎 4羽が離乳後に斃死した。本















































用いて左肺前葉後部の気管支内に菌浮遊液 1.0 × 109 /ml




















































3 月 11 日，動物検疫所門司支所新門司検疫場に入検した




























































12 月 10 日に搾乳牛 23 頭，繁殖牛 23 頭，肥育牛 61 頭，
子牛 18 頭を飼養する施設において，22 ヵ月齢の肥育牛 6
頭に 39.8-41.5℃の発熱および呼吸促迫が認められた。同
日，抗生物質による治療を実施したが，11 日 （本症例），











































































　血液・血液生化学的検査：3 月 30 日実施。RBC （377
× 104 /µl），WBC （6300 /µl），Ht （17.8％），MCV （47.2 
fl），MCH （15.6 pg），MCHC （33.1 g/dl），TP （6.2 g/
dl），ALB （2.8 g/dl），AST （244 IU/L），T-Bil （4.23 










































物から大腸菌 1.8 × 105 CFU/g，#
	
（A型） 3.0 × 104  CFU/g が分離された。
　生化学的検査：チアミン濃度は血液 （全血） 2.5 ng/ml，















































組織化学染色 （GFAP, MBP, S-100, Synaptophysin, NFP, 
















　病　歴：豚（LWD種），37 日齢，雌。繁殖雌豚 24 頭
を飼養する一貫経営農場で，2008 年 1 月の約 1 週間に，



































　病　歴：鶏（比内地鶏），10 日齢（症例 1）・21 日齢（症
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図 14A：脊髄神経細胞の中心性色質融解 （症例 1）。
HE染色，Bar=20 µm。図 14B：大脳の囲管性細胞
浸潤 （症例 2）。HE染色，Bar=50 µm。
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